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  （百万円未満切捨て）
１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 120,187 12.9 2,636 11.4 2,813 12.2 1,519 △5.8 
2019年３月期 106,462 4.0 2,366 0.8 2,506 0.2 1,612 8.7 

 
（注）包括利益 2020年３月期 1,434 百万円 （△7.7％）   2019年３月期 1,555 百万円 （1.1％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2020年３月期 153.88 － 10.0 4.6 2.2 
2019年３月期 163.54 － 11.5 4.3 2.2 

 
（参考）持分法投資損益 2020年３月期 － 百万円   2019年３月期 － 百万円 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 62,286 15,836 25.4 1,602.54 
2019年３月期 59,364 14,677 24.7 1,488.41 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 15,836 百万円   2019年３月期 14,677 百万円 

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年３月期 △425 △2,065 1,928 2,557 

2019年３月期 555 △2,314 △237 3,111 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年３月期 － 0.00 － 33.00 33.00 325 20.2 2.3 
2020年３月期 － 0.00 － 34.00 34.00 335 22.1 2.2 
2021年３月期 
（予想） － 0.00 － 34.00 34.00   20.4   

 
 
 
３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 59,785 1.6 1,221 30.6 1,301 28.5 773 40.3 78.29 

通期 120,277 0.1 2,653 0.6 2,851 1.4 1,650 8.6 167.03 

 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規   －社  （社名）           除外  －社  （社名） 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 9,882,397 株 2019年３月期 9,861,500 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 128 株 2019年３月期 48 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 9,874,875 株 2019年３月期 9,861,452 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
１．2020年３月期の個別業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 3,845 3.0 1,079 △23.5 1,125 △21.8 957 △31.6 

2019年３月期 3,732 32.1 1,412 64.9 1,439 67.8 1,400 31.1 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2020年３月期 96.96 － 
2019年３月期 142.00 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 29,281 9,849 33.6 996.71 
2019年３月期 26,539 9,239 34.8 936.95 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 9,849 百万円   2019年３月期 9,239 百万円 
 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．６「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。 
 
（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 
 当社は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、従来開催しておりました決算説明会を自粛させていただき
ます。決算に関する説明は、当社ウェブサイト（https://www.watahan.co.jp/ir/）を通じて動画配信にて行う予定
です。決算説明資料についても、同時に当社ウェブサイトに掲載する予定です。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

 当連結会計年度におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善が続くなど、穏やかな回復基調で推移いたしまし

た。一方、米中貿易摩擦や原油価格の為替相場の動向に加え、新型コロナウイルス感染拡大による世界的経済の不確

実性が懸念され、国内においても４月に緊急事態宣言が発出されるなど、景気の先行きについては不透明な状況とな

っております。 

 綿半グループが関係する事業環境のうち、小売流通市場では、業種・業態を超えた販売競争が激化する中で、10月

の消費税増税やキャッシュレスポイント還元政策により生じた加盟店と非加盟店との恩恵の偏り等による市場の混

乱、台風や暖冬などの天候不順が消費に影響するなど、不安定な事業環境が続いております。さらに、２月以降は新

型コロナウイルス感染拡大により、予測不能な状況となっております。 

 建設市場では、東京オリンピックを控え、公共投資、民間投資ともに建設需要は概ね底堅く、受注環境は総じて良

好に推移しましたが、人件費や建設資材の高騰等を背景に建設コストが上昇するなど、先行き不透明な事業環境とな

っております。 

 貿易事業の主力事業である医薬品市場では、政府が薬価改定において大幅な薬価引下げを行うなど、市場全体を抑

制する施策を推進しており、厳しい事業環境が続いております。 

 このような状況下におきまして、綿半グループでは、力を合わせ、分かち合い、響き合う「合才の精神」を経営理

念に掲げ、持株会社である当社を中核として、デジタル化の推進や働き方変革等による収益力の向上に努め、グルー

プ会社が顧客・マーケットに適合した事業展開を積極的に推進してまいりました。 

 これらの結果、当連結会計年度における売上高は1,201億87百万円（前期比12.9％増）、営業利益は26億36百万円

（同11.4％増）、経常利益は28億13百万円（同12.2％増）となりました。また、前期に事業用資産の売却に伴い法人

税等が減少したことなどが影響し、親会社株主に帰属する当期純利益は15億19百万円（同5.8％減）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

＜小売事業＞ 

 小売事業では、ＥＤＬＰ（エブリデー・ロー・プライス）戦略のさらなる推進を図るため、前期からの継続施策で

あるチラシ削減や商品点数の絞込みなどを実施するとともに、お客さまへの新たな情報発信のツールとしてＳＮＳを

活用するなど、一段と踏込んだＥＤＬＣ（エブリデー・ロー・コスト）戦略を展開いたしました。 

 また、店舗運営においては「一店舗一経営」を掲げ、地域の食材・食品の強化を図るため、地場産直コーナーの拡

大や、鮮魚の鮮度向上を図るためのいけすの導入など、リアル店舗の存在価値を向上させる施策を実施してまいりま

した。 

 一方、前期にグループ入りした株式会社アベルネットのインターネット通販の活用や、株式会社サイエンスホーム

を連結子会社化するなど、グループ企業価値の向上も図ってまいりました。 

 当連結会計年度における業績は、外部要因（天候不順、消費税増税、新型コロナウイルス等）の変動が大きい１年

でありましたが、インターネット通販の売上拡大等が寄与し、売上高は776億68百万円（前期比14.8％増）となりま

した。また、様々な施策が奏功し、セグメント利益は16億23百万円（同39.6％増）となりました。

 

 なお、2020年４月には、綿半ホームエイド中野店が移転リニューアルオープンし、従来のホームセンター商材に加

え、新たに生鮮食品や日配品を取り揃えたスーパーセンターへと生まれ変わりました。 
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＜建設事業＞ 

 建設事業では、下請型の工事業から提案型のメーカー化へ向けて、岐阜県に設置した技術センターを中心に、ドロ

ーンを活用した屋根診断技術の開発や、開放感と断熱性を兼ね備えたアルミ大型断熱サッシ「ＧＬＡＭＯ」等、既存

事業に新しい付加価値を見出すべく独自の技術開発を継続し、提案力の向上に努めてまいりました。 

 また、将来の人手不足に備えて前期に設備投資をした自動溶接ロボットにおいては、導入段階でミャンマーに設置

したＣＡＤセンターとの連携不備が生じたものの、作業効率が改善してくるなど、継続的に取り組んでいる生産性向

上に向けた体制が整ってまいりました。 

 当連結会計年度における業績は、立体駐車場を中心とした工事が順調に進捗したことにより、売上高は368億55百

万円（前期比8.8％増）となりました。一方、利益面では、一部大型工事の採算性の低下や鋼材価格の高騰に加え、

自動溶接ロボットとＣＡＤ図面の連携に不備が生じたことにより、セグメント利益は10億93百万円（同27.3％減）と

なりました。

 

＜貿易事業＞ 

 貿易事業では、「取扱原薬数を倍にする体制整備」「自然派・オーガニック商品の拡販」「海外仕入先の拡大」を

重点施策として、インドやメキシコの原料調達拠点の拡充を図るなど、新原料の市場への投入準備を積極的に推進す

るとともに、原薬製造の安定化・高品質化に取組み、収益確保に努めてまいりました。 

 当連結会計年度における業績は、医薬品原料の販路拡大により、売上高は53億88百万円（前期比15.0％増）、セグ

メント利益は９億14百万円（同27.5％増）となりました。

 

＜その他＞ 

 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。当連

結会計年度における業績は、売上高は２億74百万円（前期比4.7％増）、セグメント利益は１億25百万円（同20.6％

増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

 当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ29億22百万円増加し、622億86百万円（前期末比4.9％増）

となりました。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ21億81百万円増加し、347億５百万円（同6.7％増）となりました。主な要因

は、受取手形及び売掛金が22億23百万円、商品及び製品が２億49百万円増加した一方、現金及び預金が５億47百万円

減少したこと等によるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ７億41百万円増加し、275億81百万円（同2.8％増）となりました。主な要因

は建物及び構築物が３億11百万円、のれんが４億24百万円増加した一方、機械装置及び運搬具が１億21百万円減少し

たこと等によるものであります。

 当連結会計年度末の負債の合計は、前連結会計年度末に比べ17億63百万円増加し、464億50百万円（同3.9％増）と

なりました。主な要因は短期借入金が57億35百万円、未払法人税等が８億26百万円、流動負債その他が15億56百万円

増加した一方、支払手形及び買掛金が36億14百万円、長期借入金が33億25百万円減少したこと等によるものでありま

す。

 当連結会計年度末の純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ11億58百万円増加し、158億36百万円（同7.9％増）

となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益計上により15億19百万円増加した一方、剰余金の配当

により３億25百万円減少したこと等によるものであります。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は25億57百万円となり、前連結会計年度

末に比べ５億54百万円減少いたしました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度の営業活動の結果使用した資金は、４億25百万円（前期は５億55百万円の獲得）となりました。こ

れは主に税金等調整前当期純利益26億74百万円、減価償却費14億55百万円があった一方、仕入債務の減少37億72百万

円、売上債権の増加21億20百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の投資活動の結果使用した資金は、20億65百万円（前期は23億14百万円の使用）となりました。こ

れは主に固定資産の取得による支出13億４百万円、連結子会社株式取得による支出９億29百万円があったこと等によ

るものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度の財務活動の結果獲得した資金は、19億28百万円（前期は２億37百万円の使用）となりました。こ

れは主に配当金の支払額３億24百万円、借入金の増加23億30百万円があったこと等によるものであります。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期

自己資本比率（％） 22.4 23.4 23.9 24.7 25.4

時価ベースの

自己資本比率（％）
27.4 32.8 72.4 35.7 25.2

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
25.0 2.7 2.1 25.4 －

インタレスト・

カバレッジ・レシオ（倍）
4.4 43.4 55.6 6.0 －

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。

（注５）2020年３月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」及び「インタレスト・ガバレッジ・レシオ」につ

いては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。
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（４）今後の見通し 

 次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大による影響により当面の企業活動への影響が不透明な

状況であります。 

 綿半グループでは、新型コロナウイルス感染拡大防止のための取組みとして、特定警戒都道府県においては、在宅

勤務や公共交通機関の使用を禁止しているほか、店舗では営業時間の短縮や社会的距離（ソーシャルディスタンス）

の確保、折込チラシ・集客イベント等の自粛をしております。一方で、地域の飲食業・宿泊業の皆さまや全国の食品

生産者さまを応援する取組み（テイクアウト商品の販売支援・地域のお店応援カードの発行・全国の食品生産者さま

の支援）を行っております。 

 小売事業では、リアル店舗の存在価値向上の施策として、電子マネー「goca」の導入や店舗の改装などにより利便

性の向上を図るとともに、地域の特性に合わせた店舗づくりなど地域のお客さまに寄り添った「一店舗一経営」の運

営を引続き展開してまいります。また、インターネット通販の拡大を進めるなど、外部環境の変化に左右されない体

制を構築してまいります。 

 これらの施策の推進により、売上高は819億85百万円（前期比5.6％増）、セグメント利益は16億81百万円（同

3.6％増）を見込んでおります。 

 建設事業では、新型コロナウイルス感染拡大による企業の設備投資意欲の落込みや、工事物件の発注延期が発生し

ております。このような状況のなか当社は、景気に左右されない体制の整備を進めるために、提案型のメーカー化へ

向けた技術開発や自動溶接ロボットの活用による生産性向上へ向けた取組みを継続してまいります。これらの施策の

推進により、売上高は322億７百万円（前期比12.6％減）、セグメント利益は12億10百万円（同10.7％増）を見込ん

でおります。 

 貿易事業では、当期は為替環境が穏やかな円高基調で推移し、通期では利益を押上げる一因となりましたが、為替

の動向は新型コロナウイルス感染拡大の影響等により不安定であり、引続き注視が必要な状況が続くものと予測して

おります。「取扱原薬数を倍にする体制整備」「自然派・オーガニック商品の拡販」「海外仕入先の拡大」の重点施

策を次期も継続し、新原料の市場への投入を積極的に推進することにより、売上高は57億70百万円（前期比7.1％

増）、セグメント利益は９億16百万円（同0.2％増）を見込んでおります。 

 これらにより、2021年３月期の業績は、売上高は1,202億77百万円（前期比0.1％増）、営業利益は26億53百万円

（同0.6％増）、経常利益は28億51百万円（同1.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は16億50百万円（同

8.6％増）を予想しております。 

 なお、2021年３月期業績予想については、新型コロナウイルス感染拡大が上期には収束することを前提としており

ます。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

 なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた上で検

討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,142,039 2,594,708 

受取手形及び売掛金 18,080,220 20,304,116 

商品及び製品 8,260,486 8,509,701 

仕掛品 257,075 480,727 

原材料及び貯蔵品 726,666 694,693 

その他 2,064,642 2,122,941 

貸倒引当金 △6,663 △1,078 

流動資産合計 32,524,466 34,705,810 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,639,797 10,951,458 

機械装置及び運搬具（純額） 1,002,654 881,637 

工具、器具及び備品（純額） 777,685 719,491 

土地 8,162,196 8,253,449 

リース資産（純額） 134,428 101,409 

建設仮勘定 19,092 69,349 

その他（純額） 2,766 6,310 

有形固定資産合計 20,738,621 20,983,108 

無形固定資産    

のれん 1,189,682 1,613,758 

その他 720,524 631,417 

無形固定資産合計 1,910,206 2,245,176 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,270,722 1,207,545 

長期貸付金 77,939 96,488 

繰延税金資産 693,037 909,183 

その他 2,387,795 2,374,769 

貸倒引当金 △238,534 △235,222 

投資その他の資産合計 4,190,959 4,352,763 

固定資産合計 26,839,787 27,581,048 

資産合計 59,364,254 62,286,858 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 22,074,302 18,459,509 

短期借入金 3,524,788 9,260,780 

リース債務 74,551 79,114 

未払法人税等 94,582 920,661 

賞与引当金 493,127 603,414 

工事損失引当金 9,341 143,243 

完成工事補償引当金 28,090 27,258 

ポイント引当金 － 12,600 

資産除去債務 － 7,491 

その他 3,663,035 5,219,695 

流動負債合計 29,961,818 34,733,770 

固定負債    

長期借入金 10,565,074 7,239,970 

リース債務 118,397 75,740 

繰延税金負債 96,832 100,667 

退職給付に係る負債 2,133,645 2,212,881 

資産除去債務 1,365,361 1,572,627 

その他 445,276 514,428 

固定負債合計 14,724,587 11,716,314 

負債合計 44,686,405 46,450,084 

純資産の部    

株主資本    

資本金 951,404 976,396 

資本剰余金 556,204 581,196 

利益剰余金 12,782,638 13,976,713 

自己株式 △123 △299 

株主資本合計 14,290,123 15,534,007 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 376,386 297,499 

繰延ヘッジ損益 △445 － 

退職給付に係る調整累計額 11,783 5,266 

その他の包括利益累計額合計 387,724 302,765 

純資産合計 14,677,848 15,836,773 

負債純資産合計 59,364,254 62,286,858 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 106,462,063 120,187,672 

売上原価 85,536,182 97,622,337 

売上総利益 20,925,881 22,565,334 

販売費及び一般管理費 18,559,812 19,928,384 

営業利益 2,366,069 2,636,950 

営業外収益    

受取利息 2,394 4,813 

受取配当金 36,058 38,072 

受取補償金 69,524 65,589 

補助金収入 23,417 40,959 

保険解約返戻金 36,881 486 

その他 106,408 180,816 

営業外収益合計 274,685 330,738 

営業外費用    

支払利息 92,485 80,372 

為替差損 17,140 38,686 

その他 24,481 35,364 

営業外費用合計 134,107 154,422 

経常利益 2,506,647 2,813,266 

特別利益    

固定資産売却益 24,191 1,254 

投資有価証券売却益 2,449 7,292 

特別利益合計 26,641 8,546 

特別損失    

固定資産除売却損 55,960 40,574 

減損損失 － 92,953 

投資有価証券評価損 － 2,779 

賃貸借契約解約損 － 8,204 

その他 － 2,673 

特別損失合計 55,960 147,185 

税金等調整前当期純利益 2,477,329 2,674,628 

法人税、住民税及び事業税 710,753 1,387,706 

法人税等調整額 153,809 △232,580 

法人税等合計 864,562 1,155,125 

当期純利益 1,612,766 1,519,502 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,612,766 1,519,502 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

当期純利益 1,612,766 1,519,502 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △68,360 △78,886 

繰延ヘッジ損益 547 445 

退職給付に係る調整額 10,104 △6,517 

その他の包括利益合計 △57,708 △84,958 

包括利益 1,555,057 1,434,544 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,555,057 1,434,544 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

          （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 951,404 556,204 11,485,439 △123 12,992,924 

当期変動額          

剰余金の配当     △315,566   △315,566 

親会社株主に帰属する当期純利益     1,612,766   1,612,766 

株主資本以外の項目の当期変動額 
（純額）          

当期変動額合計     1,297,199   1,297,199 

当期末残高 951,404 556,204 12,782,638 △123 14,290,123 

 
           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評
価差額金 

繰延ヘッジ損益 退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 444,747 △992 1,678 445,433 13,438,357 

当期変動額          

剰余金の配当         △315,566 

親会社株主に帰属する当期純利益         1,612,766 

株主資本以外の項目の当期変動額 
（純額） 

△68,360 547 10,104 △57,708 △57,708 

当期変動額合計 △68,360 547 10,104 △57,708 1,239,491 

当期末残高 376,386 △445 11,783 387,724 14,677,848 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

          （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 951,404 556,204 12,782,638 △123 14,290,123 

当期変動額          

新株の発行 24,992 24,992     49,985 

剰余金の配当     △325,427   △325,427 

親会社株主に帰属する当期純利益     1,519,502   1,519,502 

自己株式の取得       △176 △176 

株主資本以外の項目の当期変動額 
（純額）          

当期変動額合計 24,992 24,992 1,194,074 △176 1,243,884 

当期末残高 976,396 581,196 13,976,713 △299 15,534,007 

 
           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評
価差額金 

繰延ヘッジ損益 退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 376,386 △445 11,783 387,724 14,677,848 

当期変動額          

新株の発行         49,985 

剰余金の配当         △325,427 

親会社株主に帰属する当期純利益         1,519,502 

自己株式の取得         △176 

株主資本以外の項目の当期変動額 
（純額） 

△78,886 445 △6,517 △84,958 △84,958 

当期変動額合計 △78,886 445 △6,517 △84,958 1,158,925 

当期末残高 297,499 － 5,266 302,765 15,836,773 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,477,329 2,674,628 

減価償却費 1,342,331 1,455,845 

減損損失 － 92,953 

のれん償却額 210,401 338,935 

その他の償却額 42,232 67,808 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 936 △9,976 

賞与引当金の増減額（△は減少） △153,553 105,799 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 6,736 133,902 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 3,040 △831 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 22,089 53,512 

受取利息及び受取配当金 △38,453 △42,886 

支払利息 92,485 80,372 

為替差損益（△は益） △413 19 

投資有価証券評価損益（△は益） － 556 

投資有価証券売却損益（△は益） △2,449 △7,292 

固定資産除売却損益（△は益） 31,768 39,320 

売上債権の増減額（△は増加） △2,545,457 △2,120,151 

たな卸資産の増減額（△は増加） △593,361 △328,706 

その他の資産の増減額（△は増加） △620,418 78,679 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,315,871 △3,772,572 

その他の負債の増減額（△は減少） 404,993 1,338,939 

小計 1,996,110 178,857 

利息及び配当金の受取額 38,454 42,845 

利息の支払額 △92,766 △80,970 

法人税等の支払額 △1,386,643 △565,748 

営業活動によるキャッシュ・フロー 555,155 △425,015 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の純増減額（△は増加） － 10,279 

固定資産の取得による支出 △1,813,609 △1,304,915 

固定資産の売却による収入 67,491 73,369 

固定資産の除却による支出 － △11,488 

投資有価証券の取得による支出 △12,383 △13,157 

投資有価証券の売却による収入 3,517 9,321 

非連結子会社株式の取得による支出 △1,000 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△495,078 △929,911 

長期貸付金の回収による収入 5,001 5,416 

長期貸付けによる支出 △15,000 △23,000 

長期前払費用の取得による支出 △104,555 △38,475 

その他 50,899 156,652 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,314,716 △2,065,908 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 440,000 2,300,000 

長期借入れによる収入 2,000,000 2,000,000 

長期借入金の返済による支出 △2,275,792 △1,969,037 

リース債務の返済による支出 △86,675 △77,648 

自己株式の取得による支出 － △176 

配当金の支払額 △315,347 △324,957 

財務活動によるキャッシュ・フロー △237,815 1,928,180 

現金及び現金同等物に係る換算差額 373 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,997,003 △562,743 

現金及び現金同等物の期首残高 5,108,337 3,111,334 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の

増加額 
－ 8,588 

現金及び現金同等物の期末残高 3,111,334 2,557,178 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「補助金収入」は、金額的重

要性が増したため、当連結会計年度より区分掲記しております。 

 なお、前連結会計年度の「補助金収入」は23,417千円であります。 

 

（追加情報）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 綿半グループの報告セグメントは、綿半グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

 綿半グループでは、ホールディングス体制のもと各事業会社が小売流通分野、建設分野、貿易分野において

顧客・マーケットに適合した事業展開に主体的に取り組んでおり、各事業会社を製品・サービス別に集約した

「小売事業」、「建設事業」、「貿易事業」を報告セグメントとしております。

 各報告セグメントの概要は以下のとおりであります。

（1）小売事業 ・・・ スーパーセンター・ホームセンター・食品スーパーの運営、インターネット通販

（2）建設事業 ・・・ 建物改修工事・自走式立体駐車場建設・緑化工事等の各種建設工事

（3）貿易事業 ・・・ 医薬品原料、化成品原料等の輸入・販売

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表の作成方法と同一であります。 

 セグメント利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高は市場実勢価格に基づいて

おります。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
67,650,526 33,862,513 4,686,321 106,199,362 262,701 106,462,063 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
3,623 8,920 51,069 63,613 － 63,613 

計 67,654,149 33,871,433 4,737,391 106,262,975 262,701 106,525,677 

セグメント利益 1,162,488 1,505,114 717,093 3,384,697 103,897 3,488,594 

セグメント資産 29,400,888 22,471,109 4,028,819 55,900,817 2,637,314 58,538,132 

その他の項目            

減価償却費 978,306 226,398 24,703 1,229,409 59,410 1,288,819 

有形固定資産及び 

無形固定資産の 

増加額 

992,708 876,142 68,268 1,937,119 23,550 1,960,669 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。

 

 当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 

売上高            

外部顧客への 

売上高 
77,668,660 36,855,833 5,388,188 119,912,682 274,989 120,187,672 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
3,971 335 21,026 25,333 － 25,333 

計 77,672,632 36,856,169 5,409,214 119,938,016 274,989 120,213,006 

セグメント利益 1,623,213 1,093,491 914,183 3,630,889 125,286 3,756,176 

セグメント資産 29,393,643 24,571,728 4,261,447 58,226,819 2,548,042 60,774,862 

その他の項目            

減価償却費 1,014,852 308,530 28,360 1,351,743 49,854 1,401,597 

有形固定資産及び 

無形固定資産の 

増加額 

819,869 323,750 24,800 1,168,419 75,629 1,244,049 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,384,697 3,630,889

「その他」区分の利益 103,897 125,286

セグメント間取引消去 10,982 17,379

全社費用(注） △1,133,508 △1,136,605

連結財務諸表の営業利益 2,366,069 2,636,950

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費となっております。

 

（単位：千円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 55,900,817 58,226,819

「その他」区分の資産 2,637,314 2,548,042

セグメント間取引消去 △6,824,022 △5,861,847

全社資産(注） 7,650,144 7,373,843

連結財務諸表の資産合計 59,364,254 62,286,858

 （注）全社資産は、主に現金及び預金、短期貸付金、報告セグメントに帰属しない本社土地建物となっております。

 

（単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会

計年度

当連結会

計年度

前連結会

計年度

当連結会

計年度

前連結会

計年度

当連結会

計年度

前連結会

計年度

当連結会

計年度

減価償却費 1,229,409 1,351,743 59,410 49,854 34,043 54,248 1,322,863 1,455,845

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
1,937,119 1,168,419 23,550 75,629 △13,366 60,865 1,947,303 1,304,915

 （注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社建物の設備投資額であります。

 

５．報告セグメントの変更等に関する事項 

 第２四半期連結会計期間より、経営管理体制の見直しを行い、既存事業の一部の報告セグメントを「建設事

業」から「小売事業」へ変更しております。 

 なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントに基づき作成したものを記載しておりま

す。 
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【関連情報】 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 「セグメント情報」に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

（２）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める得意先がいないため、記載を省略

しております。

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 「セグメント情報」に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

（２）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める得意先がいないため、記載を省略

しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

            （単位：千円） 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 その他 全社・消去 合計 

減損損失 － － － － － － － 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

            （単位：千円） 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 その他 全社・消去 合計 

減損損失 8,905 － － 8,905 84,047 － 92,953 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

            （単位：千円） 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 210,401 － － 210,401 － － 210,401 

当期末残高 1,189,682 － － 1,189,682 － － 1,189,682 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

            （単位：千円） 

  小売事業 建設事業 貿易事業 計 その他 全社・消去 合計 

当期償却額 338,935 － － 338,935 － － 338,935 

当期末残高 1,613,758 － － 1,613,758 － － 1,613,758 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 

前連結会計年度

  （自 2018年４月１日

   至 2019年３月31日）

当連結会計年度

  （自 2019年４月１日

   至 2020年３月31日）

１株当たり純資産額 1,488.41円 1,602.54円

１株当たり当期純利益金額 163.54円 153.88円

 （注） １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前連結会計年度

  （自 2018年４月１日

   至 2019年３月31日）

当連結会計年度

  （自 2019年４月１日

   至 2020年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（千円）
1,612,766 1,519,502

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（千円）
1,612,766 1,519,502

期中平均株式数（千株） 9,861 9,874

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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４．その他

 役員の異動

①代表取締役の異動

  該当事項はございません。

②その他の役員の異動 

 ・新任取締役候補 

    取締役  笹 広男 

    取締役  矢島 充博 

    （注）矢島充博は、社外取締役の候補であります。 

 ・退任予定取締役 

    常務取締役 小林 亮夫 

    取締役   間瀬 敏彦 

    取締役   御堂島 司 

③就任及び退任予定日 

 2020年６月29日 
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